
世界農業遺産の島 佐渡の地場産品



世界農業遺産（GIAHS）とは

国際連合食糧農業機関（FAO）が2002年から開始した仕組み

Ｇlobally 世界的に

Ｉmportant 重要な

Ａgricultural 農業の

Ｈeritage 資産（遺産）

Ｓystems システム



日本の世界農業遺産（GIAHS）認定地域

出典：農林水産省発行パンフレット

認定１０周年



世界農業遺産（GIAHS）の認定基準（FAO）



GIAHSにおける佐渡市の評価

出典：農林水産省発行パンフレット



生きものを育む農法

江（深み）の設置 魚道の設置 ビオトープの設置

無農薬無化学肥料栽培ふゆみずたんぼ
（冬期湛水）

～田んぼの生態系に配慮した農法～



野生下のトキ個体数の推移

出典：環境省 第19回トキ野生復帰検討会資料



SDGｓ（持続可能な開発目標）に貢献



世界農業遺産の島が育んだ佐渡の地場産品

朱鷺と暮らす郷（佐渡産コシヒカリ）

朱鷺と暮らす郷づくり認証制度

◆佐渡で栽培されたお米であること。

◆生きもの調査を年２回実施していること。

◆農薬・化学肥料を減らして（地域慣行比５割以上の削
減）栽培されたお米であること。

◆水田畦畔等に除草剤を散布していない水田で
栽培されたお米であること。【2017年産から】

◆生きものを育む農法により栽培されたお米で
あること。

上記条件を満たした米のうち、１等米限定かつタン
パク含有6.2％以下の条件をクリアしたお米のみが
「朱鷺と暮らす郷」として販売されています



世界農業遺産の島が育んだ佐渡の地場産品

豊かな自然が育んだおいしい米と清らかな水から生まれる佐渡の日本酒は、淡麗辛口のスッキリ
した飲み口が特徴です。現在５つの酒蔵が趣向を凝らして酒造りに励んでいます。



世界農業遺産の島が育んだ佐渡の地場産品

昔から全国各地で栽培され、日本人にお馴染みの果物ですが、その品種は千種類くらいあり、大
きく分けて甘柿と渋柿があります。柿は、ミカンやリンゴと比べても、含まれているビタミンCの量は
ダントツで、柑橘類の約２倍もの量が含まれています。
佐渡の柿は、「平核無」と「刀根早生」という品種が栽培されており、「平核無」はタネがないことか
ら、別名「八珍柿」ともいわれ、親しまれています。上品な甘みととろける肉質が自慢です。



世界農業遺産の島が育んだ佐渡の地場産品

ル レクチエは、西洋梨の一種で、「幻の西洋梨」、「西洋梨の貴婦人」とも呼ばれ、甘い芳醇な
香りと高級感タップリの甘さ、それでいて適度な酸味にとろけるような舌触り、柔らかめの果肉
が口の中でとろけ、一度口にしたら忘れられない西洋梨の最高峰です。



世界農業遺産の島が育んだ佐渡の地場産品

春に日本列島を大きく北上し、北海道まで至ったブリは、水温が15℃を下回る11月頃から南下
をはじめます。この南下途中の11月中旬から１月頃に新潟沖を通過する際、佐渡の定置網に入
るブリが佐渡寒ブリであり、脂が乗り切った、全て正真正銘の天然魚です。



世界農業遺産の島が育んだ佐渡の地場産品

南蛮エビは、正式名称はホッコクアカエビといい、甘エビとも呼ばれていますが、新潟ではその鮮
やかな赤色と形が赤唐辛子（南蛮）に似ていることから「南蛮エビ」と呼ばれ、親しまれています。
唐辛子のように鮮やかな赤い姿は鮮度の良い南蛮エビの証です。鮮度の良さと身の太さ、そして
甘さが自慢の佐渡南蛮エビは、刺身や鮨ダネとして好評をいただいています。



企業の皆さまへのメッセージ

その他の地場産品については、
佐渡産品を取り扱う事業者のHP等をまとめた
ポータルサイト「さどおしな」をご覧ください。

https://sadooshina.com/

今回のしまっちんぐには、
佐渡産米粉等を製造・販売する

「キンちゃん本舗㈱」様が参加しています。

佐渡の地場産品を活用した
商品販売等を是非ご検討ください！

https://sadooshina.com/

